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1 はじめに
平成 7年に発生した阪神淡路大震災や車両総重量の
規制緩和等により， 鉄筋コンクリート恨の構造物の各
種設計要領が改訂され例えばl)， それに伴いRC構造物
の耐震耐荷性能の 向上を目的とした補強工事が各地で
盛んに行われているわ3) 著者らは， これまでRC構
造物の曲げ補強方法のーっとして連続繊維シート( 以
後， FRPシートあるいは単にシート )接着工法に着目
し， その補強効果を実験的・数値解析的に検討してき
た4)寸)
その結果， シートの剥離を伴うFRPシート曲げ補強
RC梁の破壊形式は， i )主鉄筋降伏後においても断面分
割法に基づく計算曲げ耐力(以後， 単に計算曲げ耐力 )
と同程度の耐荷性状を示し， 上縁コンクリートの圧壊
後にシートが剥離して終局に至る曲げ圧壊型と， ii)主
鉄筋降伏後， 剛性勾配が計算結果のそれを下回り， 計
賢曲げ耐力に到達する前にシートが剥離して終局に至
る剥離破壊型に分類できること4) が明らかになって
いる. また， シートの剥離挙動によ'[11した検J;1Ji;*よ
り， シートの剥離は等せん断力区聞の計算終局時主鉄
筋降伏領域L\'lI( 以後， 主鉄筋降伏領域L\'lI )の下縁か
ぶりコンクリートに形成される斜めひび割れ先端部が
せん断ずれに伴いシートを押し下げて引き剥がすビー
リング作用によって発生すること4)を明らかにしてい
る. さらに， このようなシートの剥離メカニズムを考
慮、して， FRPシート曲げ補強RC梁の破壊形式予測法
も提案S)している.
曲げ補強後のRC梁の破壊形式が曲げ圧壊型と判定
される場合には， 計算曲げ耐力を用いることにより安
全側で設計可能で、ある. これに対して， 剥離破壊型と
判定 される場合には， 計算曲げ耐力を保証するために
曲げ補強シートの剥離を抑制する必要がある. このよ
うな曲げ補強シートの剥離抑制法に着目した研究は，
これまで種々の研究機関で実施 されている9)�1 ) そ
の方法のーっとして， 曲げ補強シート接着後に同種の
シートを曲げ補強シートの接着端部にU字型に巻付け
る方法(以後， U字巻付け工法 )が提案されている. 著
者らも同様の実験を実施し， 等せん断力区聞の主鉄筋
降伏領域Lruのみにシートのじ字巻付けを施すことに
より， FRPシート曲げ補強RC梁の耐荷性能を計算曲
げ耐力と同程度以上に 向上 させることが可能であるこ
と等を明らかにしている.
また， 前述のように曲げ補強シートの剥離が載荷点
近傍下縁かぶりコンクリートに発生する斜めひび割れ
先端部のせん断ずれに伴って発生することが明らかに
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図- 1 曲げ補強R仁梁のひび割れ進展過程
なっている. このことより， このせん断ずれを抑制す
ることでシートの剥離を制御可能で、あるとの考え方に
基づき， FRPシートを等せん断力区間内の主鉄筋降伏
領域L山の側面部のみに限定して接着する工法 (以後，
側面接着法)を提案し， その妥当性に関する実験的検
討も行っている. この実験では， FRPシートによる梁
側面の補強方向を梁高方向のみとしていたため， 1 )剥
離要 因となる斜めひび割れが側面接着を施していない
等曲げ区間内に発生し， そのひび割れのビーリング作
用によってシート剥離が生じる場合や， 2)側面接着部
に梁高さ方向に進展する曲げひび割れが発生し， その
曲げひび割れによって非繊維強化方向にシートが破断
してせん断ずれを生じ， そのピーリング作用によって
シート剥離が生じる場合， があるものの， 本工法を適
用することによって曲げ補強FRPシートの剥離抑制効
果を期待できることが明らかになっている. 本工法の
場合には， u宇巻付け工法に比較して補強材料の節約
が可能であり， また施工が簡便であることから， 上記
1)， 2)の問題点を解決し， 剥離抑制のための設計法を確
立することが， 合理的な曲げ補強を行う上で極めて重
要 であるものと考えられる.
このような観点から， 本研究では剥離破壊型で終局
に至るFRPシート曲げ補強RC梁を対象に， シート剥
離を抑制して計算終局耐力を確保するためのFRPシー
ト側面接着工法の確立に向けた 4点載荷法による静載
荷実験を実施した. 本研究では， 上述のようなシート
剥離現象も抑制するために， 1 )側面接着領域を計算終
局時における主鉄筋降伏領域L"lIのみならず等曲げ区
間に拡張すること， 2)側面接着シートの繊維強化方向
圃園田園H・発生ひび割れ
側面接着シート
hcr=Cv+ Ch + Ø/2 Cν 
曲げ補強シート
図-2 シー トの必要 接着高さhげ に関する模式図
を梁高方向と梁軸方向の2 方向とすること， とした.
なお， 側面シートの剥離抑制効果を検討するための変
数として， 側面接着シートの梁下縁からの高さ(以後，
単に接着高さ)と補強量に対応するシートの日付量を
設定している.
2 . 曲げ補強シートの剥離抑制法の概要
過去の実験結果に基づくと， FRPシート曲げ補強RC
梁のピーリング作用に起因するシート剥離現象は， 以
下のような過程で発生・進展することが明らかになっ
ている. すなわち， 図- 1 に示す 4点曲げ載荷におけ
る模式図を用いて説明すると， 1)鉛直荷重載荷によっ
て， 曲げと共にせん断力が作用することにより， 等曲
げ区間には曲げひび割れが， また載荷点近傍の等せん
断力区間には曲げひび割れと共に斜めひび割れが発生
する， 2)荷重の増加に伴い， 載荷点近傍下縁かぶりコ
ンクリートの斜めひび割れ先端部がせん断ずれによっ
て下方に押し出されるピーリング作用によりシートの
部分剥離が開始する， 3 )シートの部分剥離は， シート
接着界面のコンクリートを付着した状態でシート端部
方向に進展する. また， 4)シート剥離の進展に伴って，
主鉄筋の降伏に伴うダウエル変形も増加することとな
り， 主鉄筋に沿う割裂ひび割れが発生して， シートは
全面剥離して終局に至る.
これより， 曲げ補強シートの剥離を抑制するために
は， 1)ピーリング作用の原因となる下縁かぶりコンク
リートに発生する斜めひび割れおよびそのひび割れの
せん断ずれの抑制と， 2)シート剥離進行時に発生する
主鉄筋に沿う割裂ひび割れの抑制がきわめて重要で、あ
ることが分かる.
本研究では， これら2つの現象を梁側面にFRPシー
トを接着することによって抑制させることとした. な
お， 着目するひび割れの方向は， 斜め方向および水平
方向であるが， 梁高さ方向に曲げひび割れが発生して
シートの非繊維強化方向が破断しせん断ずれが生じる
ことを防止するため， 側面接着シートの繊維強化方向
は梁高方向および梁軸方向の2 方向とした. また， こ
のような現象が下縁かぶり部と主鉄筋周りにのみ発生
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表-1 試験体一覧
梁タイプ
曲げ補強シート 側面接着シート
試験体名
(梁幅×梁高)
日付量
シート種類
目付量 品さ方向 軸方向
(g/m2) (g/m2) 接着範囲 (mm) 接着範囲
AO 
A90-cr 2方向メッシュ 90 
A140-cr l方向シート 140 87 
A 830 
A280-cr 2層(縦十横) 280 等曲げ区間
A90-h 
(15x25 cm) ( 415 x 2) 
2方向メッシュ 90 十Ll'lI
A140-h l方向シート 140 125 
A280-h 2層(縦十横) 280 
80 
B90-cr 2方向メッシュ 90 
B 140-cr l方向シート 140 87 
B 830 
B280-cr 叫す(縦十横) 280 等曲げ区間
B90-h 
( 15 x 30 cm) ( 415 x 2) 
2方向メッシュ 90 + LVlI 
B140田h l方向シート 140 15 0 
B280-h 2層(縦十横) 280 
していることより， シートによる補強範囲もその領域
に限定することが可能である. 本研究では， これら2
つのひび割れ発生を抑制するためのシートの必要接着
高さhげを， 以下のような考えの下に設定することと
した.
図-2には， シートの必要接着高さhげを決定するた
めの模式図を示している. 本研究では， 主鉄筋に沿う
割裂ひび割れが主鉄筋の中心軸上に発生するものと仮
定し， それに対するシートの定着長を梁の側面側に配
筋 された主鉄筋の上縁から 450 の方向線と梁側面の交
点までと設定した. すなわち，
ん=C\，+Ch十ゆ/2
ここで， C1およびChは， それぞれ側面側に配置 さ
れている主鉄筋中心位置から梁下縁までの距離と主鉄
筋中心位置から側而までの距離(以後， 芯かぶり )であ
り， 。は主鉄筋径である.
なお， f則面接着シートの梁軸方向接着範囲は， 前述
のように著者らの既往の研究11)を参考にして， 等曲
げ区間および等せん断力区間の計算終局時主鉄筋降伏
領域L"lIとした.
3. 実験概要
3.1試験体の概要
本実験に用いた試験体は， 破壊形式が剥離破壊型と
予測される2種類のFRPシート曲げ補強RC梁であ
る. 試験体数は， 断面高さ， 側面接着シートの目付量
および高さ方向の接着範囲を変数とした全14体であ
、‘E，，l ( 
る. 表-1には， 本実験に用いた試験体の一覧を示し
ている. 表中， 試験体名の第1項目の英文字は試験体
の梁高(A : 25 cm， B : 30 cm)を示しており， それに付
随する数値は側面接着シートの目付量 (g/m2)を示し
ている. なお， 数値が 0の試験体は曲げ補強のみを施
した試験体である. また， 第2項目の英文字は側面接
着シートの接着高さを示しており， -hは梁高の1/2ま
で， -crは前章で設定した必要接着高さhげまで接着し
た場合を示している.
国一3には， 本実験に用いたRC梁の形状寸法およ
び配筋状況を示している. 試験体の断面寸法(梁幅×
梁高)は， A およびB試験体でそれぞれ15 x 25 cm， 
15 x 30cmであり， いずれの試験体も下端および上端
鉄筋にそれぞれDl3，0I9を2本ず、つ配筋した複鉄筋
矩形RC梁である. なお， 上端鉄筋にDl9を用いたの
は， 上縁コンクリートの圧壊がシート剥離に先行して
生じ， 梁が曲げ圧壊型で終局に至るのを避けるためで
ある. 純スパン長は， a/d = 5 .0となるように A ，B試
験体でそれぞれ2.6，3.1 mとした. せん断補強筋量は，
曲げ補強後においてもせん断余裕度 (計算せん断耐力 /
計算曲げ耐力 )が1.0よりも十分大きく， 曲げ破壊先行
型となるように決定している. ここで， 計箪せん断耐
力は， 土木学会コンクリート標準示方書12)(以下， 示
方書 )に準拠して算定している. また， 計算曲げ耐力
は， シートとコンクリートとの完全付着を仮定し断面
分割法によって算出した. 断固分割法における各種材
料の応力一ひずみ関係は， コンクリートおよび鉄筋に
対しては示方書に準拠し， FRPシートはアラミド補強
研究会の補強要領 書13)(以下， 補強要領)に準拠して
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図-3試験体の形状寸法および配筋状況(側面図および断面図)
正§ 
主鉄筋位置
A2以J-cr I _1 
A140-cr I 引1
21----- -- A90-cr-l叶
て ム
曲げ備強シート
寸-
図-4 FRPシートの補強概要 (側面図)
表-2 AFRP補強材の力学的特性値
t-1付社 !〉fさ 弾性係数 引張強度 破断ひずみ
(g/m2) (mm) (GPa) (GPa) (% ) 
140 0 .0 965 
2 80 0 .193 
118 2 .0 6  1 .7 5  
415 0 .2 86 
90 /90 " 0 .048 
2 方向メッシユ
破断ひずみに至るまで応力が線形に増加するものと仮
定している.
図-4には， FRPシートの補強概要 を示している
曲げ補強シートには A，B試験体ともに幅13 cm ，目付
量 41 5 g/m2の AFRPシートを2 層用いている. また，
曲げ補強シートの補強範囲は梁中央部から両支点の10
cm 手前までとした.
側面接着シートは， 前述のとおり梁中央より等曲げ
区間および主鉄筋降伏領域L川の範囲に接着している.
主鉄筋位置
B280-cr I 
B140-cr I司
副 一 B閉じr I I 
ゴ引ユ
また， 断面高さ方向の接着範囲は， 前述の必要 接着高
さであるhuあるいは梁高の!なまでとした. 側面接
着シートの繊維強化方向を梁軸方向および梁高方向の
2 方向にするため， 2 方向メッシュを1層もしくはl 方
向シートを2 層直交して接着している. なお， 両シー
トの接着面にはシートの付着性能の向上に有効で、ある
ショットプラスト処理 (処理深さ1 '"'-' 2 m m程度)を施
している. 本実験に用いたコンクリートの圧縮強度は
万 二2 7.4MPa ， 軸方向鉄筋D13 ，D1 9の降伏強度はそ れ
ぞれj;ニ432 ，3 83 MPa であった. 表一2には， AFRP 
シートおよび2 方向メッシュの力学的特性値 (公称値)
を示している.
3.2 実験概要 および測定項目
写真一 1 には， 本実験の実験状況写真を示している.
本実験における測定項目は， 載荷荷重 ， スパン中央点
変位(以後， 単に変位)およびFRPシート各点のひ
ずみであり， そ れぞれ静荷重 測定用ロードセル， 非接
触型レーザ式変位計および箔ひずみゲージを用いて測
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接着法による曲げ補強シートの剥離抑制効果を検討す
るとともに， 側面接ず;シートの合理的な補強範囲およ
びシート目付量に関する検討を行うこととする.
図-5には， 側面接着シートの目付量が曲げ補強シー
トの剥離抑制効果におよぽす影響を検討するため， 側
面接着高さが同等である試験体の結果を A およびB
梁毎に比較して示している. 図-5(a )より， 曲げ補強
のみを施した A O試験体を見ると， 主鉄筋降伏後の剛
性勾配が低下し計算結果のそれを下回り， 計算終局耐
力に到達する前に曲げ補強シートの剥離によって終局
に至っていることより， 剥離破壊型の性状を示してい
ることが分かる. 側面接着を施した試験体は， いずれ
も計算結果と同程度かそれ以上の荷重レベルで、終局に
至っていることより， 側面接着シートが十分な剥離抑
制効果を発揮していることが分かる.
図-5(b )より， 80 試験体を見ると， A O試験体と同
様に主鉄筋降伏後に剛性勾配が低下し， 計算終局耐
力到達前に終局に至っている. また， 8梁の場合は側
面接着シートの目付量により若干異なった性状を示
している. すなわち， 目付量が14 0g /m 2以上である
814 0 -c r/h， B28 0 -cr/h試験体は， 計算結果を越えた後に
終局に至っているのに対し， 日付量が90g /m 2 である
B90-cr/h試験体は計算耐力および変位に到達する前に
剛性勾配が低下し終局に至っている. この剛性勾配の
荷重一変位曲線(側面接着シートの目付量の比較)図-5
試験体の設置状況
定している. 各センサーからの出力データは， アンプ
内蔵のデジタルメモリレコーダを用いて10 Hzのサン
プリングによって一括収録している. なお， 実験時に
は， デジタルカメラを用いてひび割れの発生状況およ
びシートの剥離進展状況を連続的に撮影している.
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写真一1
実験結果
4.1荷重一変位関係
ここでは， 側面接着を施した試験体に関する荷重一
変位関係の実験結果を， 曲げ補強のみの AO/BO試験体
の実験結果や計算結果と比較することによって， 側面
4. 
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図-6荷重一変位曲線(側面接着シートの接着高さの比較)
低下は， 後述のように側面接着シートの破断によって
生じている. したがって， 本研究に用いた剥離破壊型
のFRPシート曲げ補強RC梁のシートの剥離を計算終
局時まで抑制するためには， A， B梁の場合で側面接着
シートの目付量をそれぞれ 90 ，1 40 g/m 2以上とする必
要 があることが明らかになった. なお， 曲げ補強シー
トの効果は， 梁の種類や側面接着シートの接着高さに
かかわらず\側面接着シートの日付量が大きいほど高
い. これは， いずれの梁も側面接着シートの破断に伴
う曲げ補強シートの全面剥離によって終局に至ってい
るためである.
図-6には， 側面接着シートの接清高さが曲げ補強
シートの剥離抑制効果に及ぼす影響を検討するため，
側面接着シートの日付量が同等である試験体の結果を
A 梁およびB梁毎に比較して示している. 図-6(a )よ
り， 主鉄筋降伏後の勾配は目付量の違いにかかわらず，
接着高さの大きい -h 試験体で若干大きくなる傾向にあ
ることが分かる. これは， -cr試験体に比較して接着高
さが大きいため， 曲げ補強効果も多少大きく出現する
ためと考えられる. また， 終局時の荷重 と変位に着目
すると， A 90， A2 80 試験体では， 接着高さにかかわら
ずほほ、同程度であるものの， A140 試験体では， 接着高
さの高い-h 試験体の荷重 および変位がcr試験体より
も大きいことが分かる. このことより， 接着高さが低
い A140 -cr試験体の場合にはシート長さが A1 40-h 試
験体よりも短く， シート破断しやすい傾向にあること
が分かる. また， A 140 -c r試験体では側面接着シート
の破断に伴って曲げ補強シートがより小さな変位で全
面剥離し， 終局に至ったものと考えられる. ただし，
両者共に計算耐力を超えた時点で終局に至っており，
補強設計上の耐力は満足している.
圏一6(b) より， B梁の場合もA 梁と大略同様の性状
が見受けられる. すなわち， -h 試験体の場合には -cr
試験体よりも剛性勾配が多少大きく， 最大荷重 時変位
も同等程度であることから， その最大荷重は-c r試験
体よりも多少大きい. なお， 目付量の少ないB90 試験
体では， 接着高さにかかわらず， 計算耐力以前に終局
に至っていることが分かる.
以上のことより， 側面接着シートの接着高さが剥離
抑制効果に与える影響は顕著で、ないことが分かる. こ
のように， A ， B梁の-cr試験体の接着高さが七試験
体のそれぞれ 7， 6 割程度であるにもかかわらず， ほぽ
同様の剥離抑制効果を発揮していることより， 必必、要 接
iJf行t行ず守hJ
の剥離を抑制可能でで、あるものと判断される.
表一3には， 最大荷重 時における実験結果， 計算結果
およびその比を一覧にして示している. なお， 表には
実験終了時における破壊状況もあわせて示している.
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表-3 実験結果 の一覧
m大前市時
l試験体名 実験結果 計口市古巣 最大 波大 '火験終了時における破壊状況荷重 変位 荷重 変位
(kN) (mm) (kN) (mm) 荷重比 変位比
AO 79.5 37.6 0.90 0.98 曲げ補強シートの剥離
A90-Cl 87.2 41.7 0.98 1.09 !lIUI(liシートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離A 140-cr 91.1 40.8 1.03 1.06 
A280-cr 105.0 46.5 88.6 38.4 1.19 1.21 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生
A90-h 91.6 43.0 1.03 1.12 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離
八140-h 97.2 45.0 ト10 1.17 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生A280-h 106.7 46.2 1.20 1.20 
BO 80.4 42.8 0.80 0.86 曲げ補強シートの剥離
B90-cr 90.9 43.6 0.90 0.87 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離B 140-cr 99.9 49.0 0.99 0.98 
B280-cr 109.5 53.5 100.6 50.0 1.09 1.07 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生
B90-h 95.1 46.7 0.95 0.93 側面シートが梁軸方向に破断した後， 曲げ補強シートが剥離
B 140-h 105.5 51.4 1.05 1.03 側面シートの破断と曲げ補強シートの剥離が同時に発生B280-h 115.3 53.7 1.15 1.07 一
(i) 曲げ補強シート剥醗直前 (i)AO試験体のシート剥離直前の変位時
ト→| 主鉄筋降伏領域Lyu
(i)AO試験体のシート剥離直前の変位時
(11)曲げ補強シート剥離直前
L47平方向 : 対 γ…オ
(11)曲げ補強シート剥離後�支点方向 将五一一「 (111)曲げ補強シート華IJ離後 。ii)曲げ補強シート華IJ離後Iι竺!?向 .. …自|
(a) AO試験体 (b) A90-cr試験体 (c) A280-cr試験体
写真一2 各変位時における下縁かぶり部のひび割れ進展状況(AO. A90/A21S0-cr試験体)
表より， A ，B梁ともに目付量が大きい場合ほど最大
荷重比， 最大変位比が大きく示され剥離抑制効果が大
きいことが分かる. 破壊状況に着目すると， A O，BO試
験体はともにピーリング作用によるシート剥離によっ
て終局に至っている. 一方， 側面接着試験体のうち目
付抵の小さい場合には側証IJシートの破断後に曲げ袖強
シートが剥離する状況が見られた. また， 目付量が大
きい場合には側面接着シートの破断と曲げ補強シート
の剥離がほぼ同時に発生することが明らかになった.
このことより， 側面接着シートの剥離抑制効果は， その
シートの破断に大きく影響されるものと考えられる.
したがって， 側面接着シートの補強量を多くし， 側面
接着シートの破断を遅らせることで剥離抑制効果をさ
らに向上させることができるものと考えられる.
4 .2曲げ補強シートの剥離進展状況
写真一2には， 曲げ補強シートの剥離進展状況の一
例として， AO， A90/ A2 80 -c r試験体に関する載荷点近傍
下縁かぶり部の状況を各変位時について示している.
ここで， AO試験体に関しては， (i )曲げ補強シート剥離
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(a)AO試験体 (b) A90-cr試験体 (c) A280-cr試験体
図-7 曲げ補強シートの軸方向ひずみ分布性状(AO， A901 A280-cr試験体)
直前， および(ii)曲げ補強シート剥離後について示し，
A9 01 A280-cr試験体に関しては， (i ) A O試験体のシー
ト剥離直前の変位時(8ニ39 .7 mm)， (ii )当該試験体の
曲げ補強シート剥離直前， (i ii)曲げ補強シート剥離後，
の各状況について示している.
写真より， AO試験体のシート剥離直前(i)では， 主
鉄筋降伏領域L，.u内の下縁かぶりコンクリート部に斜
めひび割れが数本発生し， 主鉄筋降伏領域Lγu内の中
央部の斜めひび割れ先端部においてせん断ずれが生じ
ていることが分かる. また， このせん断ずれの位置よ
りピーリング作用によって発生したシートの部分剥離
が支点方向に向かつて進展していることが分かる. こ
のような状況は， 前述の 図- 1 に示したモデル図とほ
ぼ同様で、ある. また， シート剥離後(ii )には， 等曲げ
区間および等せん断力区間の載荷点近傍部における下
縁かぶりコンクリートが完 全に剥落していることが分
かる. なお， この剥落範囲は主鉄筋降伏領域L山内で
あることが確認できる.
A9 0-cr試験体の場合には， A O試験体のシート剥離
直前の変位時(i )において， 側面接着シート上部に曲げ
および斜めひび割れの発生が確認できるものの， 側面
接着シートの損傷や曲げ補強シートの部分剥離は見ら
れない. しかしながら 曲げ補強シートの剥離直前時
(ii )には， 側面接着シートが既に破断していることが
分かる. また， 曲げ補強シートの部分剥離は， 側面接
着シート破断部近傍から支点側に向かつて進展してい
る. 実験時には， 側面接着シートの破断に伴い曲げ補
強シートの部分剥離が急激に進展したことを確認して
いる. このことより， 側面接着シートに 目付量の小さ
い2方向シートを用いる場合には， 曲げ補強シートよ
りも早期に側面接着シートが梁高方向に破断して， こ
の部分を介して梁下縁にせん断ずれが生じ， 曲げ補強
シートが剥離する場合のあることが明らかになった.
一方， A280-cr試験体の場合には， A拘置cr試験体と同
様， AO試験体のシート剥離直前の変位時(i )には， 側
面接着シートの損傷や曲げ補強シートの部分剥離は見
られない. また， 曲げ補強シートの剥離直前時(ii )に
は， A9 0-cr試験体の場合と異なり， 側面接着シートの
破断は見られない. また， この時点における A280-cr
試験体の荷重 レベルは， A9 0-cr試験体のそ れよりも20
kN 程度大きい. このことより， 側面接着シートの破断
が， 曲げ補強シートの剥離に大きな影響をおよぼして
いることが分かる. すなわち， 側面接着シートの目付
量が大きい場合ほど， 高い荷重 レベルまで破断が生じ
ずにピーリング作用が抑制されるものと考えられる.
曲げ補強シート剥離後の状況(iii)を見ると， 側面接着
シートが破断していることが分かる. また， 表一3に
も示しているように， 実験時には， 曲げ補強シートの
剥離と側面接着シートの破断がほぼ同時に発生してい
ることを確認してvミる.
4 .3 曲げ補強シートの軸方向ひずみ分布性状
回一7には， 写真一2と同様， A O， A9 01 A280-cr試験
体に閲する各変位時のひずみ分布性状を示している.
なお， ひずみ分布の計算結果は， 前述の断面分割法に
より算出したものである. 図より， A O試験体の場合に
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は， シート剥離直前( i)において等曲げ区間の実測ひず
みが計算ひずみよりも小さく示されていることが分か
る. また， 左側等せん断力区間においても等曲げ区間
と同和度の実測ひずみが発生していることから， シー
トの部分剥離によりひずみが均等化されていることが
分かる. 一方， A90/ A28 0-cr 試験体の場合には， A O試
験体のシート剥離時と同一変位時( i) において等曲げ
区間の実測ひずみが計算ひずみに比較して多少小さい
ものの， ほぼ対応している. また， 等せん断力区間に
おいては， 実測ひずみが計算ひずみよりも多少大きく
示されていることから， ピーリング作用による部分剥
離が発生し始めているものと考えられる.
A90/ A28 0-cr 試験体の曲げ補強シート剥離直前時点
( i)では， 1. 0 % 程度の大きなひずみが広範囲にわたっ
て発生しており， 曲げ補強シートの部分剥離が進展し
ていることが分かる. しかしながら， 実測ひずみの大
きさや大きなひずみの発牛.領域は AO 試験体の場合よ
りも大きい. これは， 側面接着を施すことにより， 曲
げ補強シートの部分剥離発生後も側面接着シートがそ
の全面剥離に抵抗していることを示しているものと考
えられる. 特に， A28 0-cr 試験体の場合には， この時点
では側面接着シートは未だ破断していないことより，
A90-cr 試験体の場合よりも， 発生ひずみレベルが大き
し 大ひずみの発生範囲も広い.
以上のことより， 側面接着シートの日付量を大きく
することで曲げ補強シートの全面剥離が抑制され， か
つシートの曲げ補強効果も大きく出現することが明ら
かとなった.
5. まとめ
本研究では， FRPシート曲げ補強RC 梁の合理的な
シート剥離抑制法の確立をtl的に，RC 梁の側面にFRP
シートを接着する工法を提案し， 実験的にその妥当性
に関する検討を行った. 検討は剥離破壊明を示す2種
類のFRPシート曲げ補強RC 梁に対し， 側面接着シー
トの目付量3 種類， 接着高さ2種類とした全14 体の
試験体を用いて行った. 本研究の範囲内で得られた知
見をまとめると， 以下の通りである.
J)主鉄筋降伏領域の梁側面に提案の必要接着高さ
hClを確保してシートを2 方向に貼り付けること
で， 完全付着を想定した計算曲げ耐力まで曲げ補
強シートの剥離を抑制することが可能で与ある.
2) 側面接着シートの剥離抑制効果は， 側面接着シー
トの日付量を大きくすることにより， 側面シート
の破断が遅延するため， 効果的に発揮されること
が明らかになった.
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